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  最初の枝をくぐり抜けた

後、フレールモーアが紐に引

っかかったのに気付かず、な

ぜトラクターのハンドルが利

かずに木に接近してゆくのか

理解できず、パニックに陥り、

ペダル等の操作を行うことが

できなかった。実際、救出さ

れた時の状態を正しく記憶し

ておらず、息子さんの補足説

明が必要であった。 

  木と木の中間位置（樹幹か

ら約 3.5m）を通路としている

が、現場付近では電柱の控え線が張られている。車高の低いスピードスプレーヤは控え線

をくぐり抜けているが、トラクターでは運転者や作業機が控え線に引っかかるため、迂回

していた。控え線の基部と挟まれた木の幹との距離は約 3mであった。 

 息子には機械作業はやるなと言われているが、息子が一人で忙しそうにしていると、つ

い、手伝ってやりたくなってしまうとのこと。事故後に車高が低い乗用ロータリモーアを

買ったので、それを使うようにしている。 

 

 

（３）乗降時の転倒：滑る、踏み外す 

 最近のトラクターは、どんどん大型化しており、ステップの高さも高く、乗降時にステ

ップを踏み外し、転倒、骨折など起こっている。また、代かきなどで整地板を広げたり、

閉じたりするのに、田面にいちいち降りずにクローラーを伝ったり、ロータリーを伝った

り、あるいは畦から飛び乗ったり、飛び降りたりした時、滑って転倒を起こしている。 

 さらには、大型化したために、トラクターの洗浄も高所作業となり、転落などの危険を

はらむ。 

 

 

＜１＞トラクター乗車時に転倒 

 

⑮代かき時に畦から、トラクターに乗ろうとして滑って、ロータリーの頭をぶつける 

 顔面打撲            （平成20年頃 5月 代かき中の水田、男、46歳 

 トラクターで代掻き作業時に、ロータリーを回したままトラクターを停め整地板を開く

ため一度畦に降り、その畦から飛び乗るようにトラクターに乗り移った。そのとき、泥が

ついたままの水田長靴でトラクターに着いた足が滑って転び、ロータリーの角で頭の左こ

めかみ下部を打撲した。当日は雨が降っていたが、田植えの時期を考えると作業せざるを

得ず、行っていた。 
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 本人は、以前に事故経験があり、その時の教訓からヘルメットを装着していたが、ちょ

うどヘルメットから出ているこめかみ下部があたる形となり、打撲によって少しこぶがで

きた。特段の治療は行わなかった。 

 

＊事故原因 

 作業時に着用していた水田長靴が、滑った原因であり、田の中での作業には向いている

ものの、その他の場所で履いているときには大変滑りやすい靴であるといえる。現在は、

普通の靴を着用して作業を行われているとのことであり、田の中でも使えて滑りにくい長

靴の必要性を感じる。 

 また、同様の事故が多く起こっており、水田などでの飛び移る行為は出来るだけ避けた

いものである。飛び移りは滑りやすいことを念頭に、面倒でも、一旦田面に降りて乗車、

降車する事を心がけたい。 

 

 

＜２＞トラクター降車時に転倒 

 

⑯ホイールローダから前向き姿勢で降りようとしたところ、ステップから足が滑り、 

 転落、右足首骨折。  平成21年頃 11月 午後4時頃、牛舎の近く、男性・41歳） 

 この事例は、ホイルロ

ーダーでありトラクター

ではないが、トラクター

の乗降時に起こる典型的

な事例としてここで紹介

する。 

 ホイールローダのアタ

ッチメントをバケットか

らボロだし（牛舎内の糞

かき）用スクレーパに交

換するため、前向き姿勢

で降りようとしたとこ

ろ、ステップへの足のか

かりが浅かったため滑り、地面に転落して右足首を骨折した。 

 妻に車で病院に連れて行ってもらい、レントゲン撮影と診断を受け、別の病院を紹介し

てもらい、そこで手術を受けた。右足首骨折、入院１カ月、通院３日。 

 

＊事故原因  

 ステップや靴底に糞が付着しており、滑りやすい状態だった。また、前向き姿勢で降り

たため、ステップへの足のかかりが浅くなった。ステップは奥まった場所にあり、外側へ

の張り出しが少なく、前向き姿勢で降りると目で確認がしづらく、足のかかりも浅くなっ
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てしまう。後ろ向き姿勢で降車すれば、つま先がステップの奥まで入って安定し、手すり

やキャビンの柱をつかんで身体を支えることができる。 

 構造的には、ステップの幅は広くなく、足の置き場に余裕がない。 

 事故後、ホイールローダに限らず乗用機械から降りるときは、必ず後ろ向き姿勢で行う

ようにしている。 

 

 

 

 

 

＜３＞大型化トラクターの高所より転落 

 

⑰大型トラクターを洗浄中、トラクターのタイヤカバーより転落、肋骨骨折 

            （平成23年頃 8月 午後3時半頃、道路脇、男性・66歳） 

 作業後、大型トラクターの洗浄をしてい

て、タイヤカバーから足を滑らせ、転落し、

ロータリーの後輪を上下する部分に横腹を

打ちつけ、肋骨を骨折した。 

 いつもはペアを組んで洗浄するのだが、

小麦の種まき、耕耘などの作業が重なり、

忙しかったので、一人作業になってしまっ

た。以前にも１人で洗浄したことはあった

が、このような事故にはならなかった。 

 トラクターの洗浄は、代かき後、盆前、

正月前には必ず行う。周りに人はいたが、

見ていなかったようだ。タイヤカバーはプ

ラスチック製で、重さによって３～４ｃｍ

上下するフワフワ感があり危ない。 

 地下水をポンプアップし、道路脇で洗浄。

高さ 68ｃｍのコンクリートからも洗浄で
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きるが、一番上は届かない。直径 3ｃｍのホー

スを左手に持ち、右手にブラシを持って洗って

いたため、両手は浮いていた。1ｍ以上の作業に

は、ヘルメットが必要だが、幸い頭を打たなく

て良かった。 

 日曜日だったので、自分で湿布してがまんし

た。翌日、車で 7～8分ぐらいにある整形外科に

自分で運転していった。レントゲン撮影で肋骨

にヒビが入っていたが、気胸はなかった。入院なし。約 2 ヵ月半で治癒。現在は問題なし。 

 

＊事故原因 

 トラクターの水洗いが、道路脇で

あり、公道とも言える場所である。

営農組織での日常的な作業であるの

で、トラクターの洗車場所の設置、

作業手順などの確認が必要と考えら

れた。特に、最近のトラクターの高

さは高くなっているので、特に特別

の体制を作る事が必要と考えられ

る。 

 また、場所は右図のとおりである

が、人が立っている位置のコンクリ

ート面は、道路側に数度傾斜してお

り、脚立を立てるには、危険な場所である。 

 

 

（４）突き出たレバーやクラッチなどへの引っかかり 

  ちょっとしたトラクターでも、変速は、主変速、副変速レバーがあり、さらにアクセル

レバーがある。さらにロータリーのＰＴＯの変速レバーがあり、レバーだけでも最低４本

突き出ている。またステップには、左右のブレーキがあり、アクセル、クラッチが４つあ

る。これら合計すると８本にもなり、突き出たこれらのレバーなどに引っかかる可能性が

あり、触れるつもりでなくても触れて、作業機が急に上下したり等、予想外の動きをして

受傷する危険性がある。 

 乗用車などとは比較にならないくらい多くのレバーなどが突き出ている。これにさらに

代かき時の均平版やアタッチメントの着脱のための紐がついていたりして、まさに蜘蛛の

巣が張り巡らされた中での作業に等しい。これらに触れると、危険に絡め取られる構造で

あり、少しでもシンプルな設計やリスク回避の方策を講じた対策が必要である。 
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＜１＞昇降レバーに引っかかり、作業機が上昇 

 

⑱ブームスプレーヤをトラクターから外すときに、昇降レバーに触れ、スプレーヤと 

 トラクターの間に挟まれた、右前腕負傷 

              （平成23年頃 6月 7時頃、農機庫の前、男性・38歳） 

 散布幅 20.5ｍのブームスプレー

ヤを 87PS のトラクターから外そう

としたとき、連結ロックを引っ張っ

て外すための紐が、ほどけてトラク

タとブームスプレーヤの間に落ちて

いたので、運転席から後ろ向きにな

って拾おうと右手を伸ばした。その

とき、座席の横にある昇降レバーに

左手の袖が引っかかりブームスプレ

ーヤが持ち上がってしまい、トラク

ターとブームスプレーヤの隙間が狭

くなって右腕が挟まれた。 

 すぐに父親が運転する車で病院へ向かい、手術を受けた。

右前腕部の筋肉と靱帯の断裂入院２週間、通院１カ月。今で

もリハビリを続けているが、握力が大幅に低下し、寒いとだ

るく傷む後遺症が残っている。 

 

＊事故原因  

 トラクターのエ

ンジンをかけたま

まであり、昇降レ

バーに引っかかっ

たとき作業機が動

いた。また、昇降

レバーのノブが外

れており、袖口に

引っかかりやすい

状態になってい

た。ブームスプレ

ーヤ購入時に、販

売店から、連結ロ

ック解除用の紐

は、常にどこかに

結んでおくように
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指導を受け、日頃から励行していたが、事故当時に限って外れていた。 

 事故後は、それまでの倍くらい時間をかけて慎重に脱着作業を行うようにし、連結ロッ

ク解除用の紐が座席の肘掛けに結びつけられていることを確認することを励行している。 

 

 

（５）その他 

 

＜１＞コミュニケーション不足による事故 

 

⑲別のオペレーターが運転するトラクターのロータリー部のバネ調整中、オペレータ 

 との連携が悪く、ロータリーが突然上がり、指を切創。 

（平成20年4月10時頃、畦、男性・63歳） 

 事故当日、営農組合のオペレーターに荒起こし中声を掛けて、後ろのロータリーのカバ

ーのバネの調整を行っていた。オペレーターとの連携が悪く、突然、ロータリーが急に跳

ね上がって、左環指末節部のヒラ部分をロータリーのカバーで切創。皮膚がめくり上がっ

て血がしたたり落ちた。オペレーターの人には申し訳ないので、けがをしたことを告げず、

診療所を受診した。３回通院、今も切ったところは感覚がない。 

 

＊事故原因 

 作業者と近づいて調

整した人間のコミュニ

ケーションが悪かっ

た。ほんのちょっとの

間であっても、人が作

業圏内に入ったら、２

人作業となったとの認

識を常日頃から持ち、

次の動作に移る際に

は、必ず声かけが必要

である。 

 

 


